
プラザ通信
まちづくり・生涯学習情報誌

自分らしく、

粋なくらし

「らしっく『情報の森』」に載せてほしい！という、イベントなどの記事を募集しています。
次号は、「３月下旬発行予定」です。４月以降の情報をお待ちしています。
下記、発行者までお送りください。[１月末日必着]

〒730-0036  広島市中区袋町6-36
TEL：082（545）3911（代表）
TEL：082（545）3913（施設予約受付専用）
FAX：082（545）3838

●開館時間
午前9時30分～午後10時
●休館日
毎月第3月曜日、12月29日～ 1月3日
●交通アクセス
市内電車：「袋町」電停から徒歩約3分
バス：「袋町」バス停（広島電鉄・広島バス）
から徒歩約3分
アストラムライン：「本通駅」から徒歩約6分

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用
　ください。ただし、車いす使用者等にご利用いただく
　駐車場は3台分用意しています。

※自転車・バイクの方は、地下の公共駐輪場（有料）を
　ご利用ください。

●ホームページ
http://www.cf.city.hiroshima.jp/m-plaza/

●ひろしま情報a-ネット
http://www.a-net.shimin.city.hiroshima.jp/

●E-mail
m-plaza@cf.city.hiroshima.jp

合人社ウェンディひと・まちプラザ（広島市まちづくり市民交流プラザ）

平成29年11月30日　発行者／公益財団法人広島市文化財団　まちづくり市民交流プラザ　〒730-0036　広島市中区袋町6-36 ※再生紙・植物油インクを使用しています。

第12回まちづくり市民交流フェスタ開催報告
平成29年10月14日（土）、15日（日）の両日、合人社ウェンディひと・

まちプラザ（まちづくり市民交流プラザ）とその周辺を会場に、市民
団体やまちづくりボランティア人材バンク登録者合わせて約60組との
協働により「まちづくり市民交流フェスタ2017」を開催しました。天気
予報では両日とも雨でしたが、初日はなんとか降らず、２日間で延べ
5,326人の方にご来場いただきました。

南棟１階の特設ステージで
は、開会式の後「広島少年合
唱隊」の澄んだ歌声から始まり、
さまざまな音楽やダンス、伝統
芸能を楽しみました。屋外では
中華や無農薬野菜、餅つき体
験などの食品販売だけでなく、
紙芝居や各種パフォーマンス
も。館内では、各団体の活動
を紹介する展示のほか、工作
や実技、クイズなどの体験や
無料相談会、講演会などを開
催しました。さらに上映会・上
演会や演奏会、パソコン体験

など、プラザの施設を活かし
た催しもあり、子どもから大人
まで楽しめる２日間となりまし
た。
また、今年も学生ボランティ

ア団体が、広島経済大学、広
島修道大学、エリザベト音楽
大学、広島文教女子大学から
参加。このほか、当日の運営ボ
ランティアとしても多数の学生
の参加がありました。
この「まちづくり市民交流

フェスタ」は、広島市内近郊で
市民活動や生涯学習などに取
り組んでいる団体・グループの皆さんが、日頃の活動成果の発表や
活動の紹介、情報発信などをともに行い、参加団体同士や来場され
る皆さんとの交流を深め、活動の輪を広げていくことを目的に開催し
ています。今年度の「まちづくり市民交流フェスタ」は終了しました
が、来年４月以降、次回のフェスタに向けて動き始めます。詳細が決
まりましたらこの「らしっく」誌上でもお伝えしますので、ぜひご覧く
ださい。

合人社ウェンディ
ひと・まちプラザ

募集して
います！

▲展示・体験コーナーの様子

▲屋外テントの様子 ▲「ウォークラリーで景品も♪」▲南棟１階特設ステージ等の様子

本通交番

自然と共存し豊かに生きる
CLOSE UP

▶らしっくレポート ひろ記者が行く・比治山発! 世代を超えて体感する『クリエイティブ空間』
▶らしっくコラム・自然を守る市民科学の力 ▶ようこそ！公民館へ～中区内公民館～ ▶人材バンク 名人 宝人 達人
▶H㎡助成支援団体のご紹介 ▶情報の森 ▶プラザ通信

連載

私たちの暮らしを守り、恵みを与えてくれる森を育てる
NPO法人もりメイト倶楽部 Hiroshima

身近な自然、干潟で学び、伝える
広島干潟生物研究会

アシの循環サイクルを通して、地域交流や環境保全を促進
京橋川かいわいあしがるクラブ
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れを行っています。「里山」は、雑木林や竹林の整備をはじめ炭
焼きや椎茸栽培など、里山の恩恵を活かす文化の伝承を目指し
ています。「クラフト」は、木を使うことは森を育てること、森のいの
ちを活かすこと、と考えて、手入れで出た間伐材など森の材料を
利用してベンチ製作や置物など木工クラフトの指導を行っていま
す。「環境教育研究」は、子どもの森林ボランティアを養成する講
座もりメイトキッズや、森林体験教室の企画や実施など、森の大
切さ、守り方を伝えるリーダーを目指して活動しています。
幅広い世代のメンバー

は、森の大切さを学んだり、
森を活かしながら、森の
おいしい恵みを堪能する
など、楽しんで活動してい
ます。日常生活と違う自然
の中で、ひたむきに汗を流
して森林整備に取り組む
ことで感じる達成感は格別だそうです。

森を未来へ残したい、伝えたい
「もりメイト倶楽部 Hiroshima」としての活動以外にも、広島市
内で活動を行っている自然環境保護関連団体との連携も積極的
に行い、共同で活動を行うこともあるそうです。
「今後は、森の重要性を伝える啓発活動と、間伐材の有効活
用を行う活動にもっと取り組んでいきたいですね。荒廃している森
でも、きちんと手入れすることで、森が生き返り、自然の恵みをもた
らしてくれることを次世代にも伝えて、それをまた伝える人材を育
成していきたいと思います。また、あまり知られていませんが、広
島市の約７割近くは森林です。その森林の間伐を適度に行うこと
はとても重要なことで、土砂災害の防止にも繋がり、私たちは安
心安全な暮らしができます。そういった大切な情報を正確に伝え
ることも、われわれの役目だと考えています」と見勢井さんは語って
くれました。
「もりづくり、私にできることか
ら」を合言葉に技術を磨き、学び、
楽しみながら20年も活動を続けて
いる皆さんのひたむきな姿に、自
然を守ろうとする力強い意志を感
じました。

私たちの暮らしを守り、
恵みを与えてくれる森を育てる

NPO法人もりメイト倶楽部 Hiroshima http://www.morimate-ch.com/

私たちが生きるうえで欠かせない自然。まちに暮らしながら、身近にできることから学び、
活動している団体を紹介します。

自然と共存し豊かに生きる

森づくり、森から学び、森を楽しむ
平成９年、広島市が主催した森林ボランティアリーダー養成講

座で一年間、森林整備のノウハウを学んだ第一期修了生が中心
となり設立したのが「もりメイト倶楽部 Hiroshima」です。20代から
80代までの約200人が在籍。４つの部会「出前間伐」「里山」「ク
ラフト」「環境教育研究」と毎月開かれる例会を中心に、広島市内
と近隣市町で活動しています。
「一年間、森林の手入れに関する基礎知識と技術の習得を
目的に学ぶ中で、せっかく学んだ知識と技術を活かし森づくりに貢
献したい、と考え一緒に学んでいた25人に講師などを加え35人
ほどで始めました」と語るのは、設立当時からのメンバーで顧問の
見勢井誠さん。
「私たちが生きるために必要な酸素や水を育み、大きな力を持
つ森が、木材価格の低迷や林業関係者の高齢化、生活の変化
などの理由から手入れがなされず荒廃しています。その多くが樹
木や竹林の密集により、森林本来の機能が失われていることから、

その森を再び育てて、学び、伝える取り組みをしています」。
メイン行事である例会は、地域貢献プロジェクトと称して各地域
の人たちと一緒に、技術安全研修を兼ねた森林整備活動を行っ
ています。部会の「出前間伐」は、自治体などからの要請に応じ
て、杉・桧の植林地の間伐・枝打ち・下刈りなど、人工林の手入

み せ いまこと

CLOSE
UP

▲ 間伐作業の様子
▲ チェーンソーの指導を行う
 　見勢井誠さん（右）

▲ 学生がリーダーとなり活躍する様子

▲ 椎茸栽培  菌打ち作業の様子

【表紙写真】 間伐作業で切り出した木を運ぶ様子

※掲載している各団体への問い合わせは発行者である（公財）広島市文化財団まちづくり市民交流プラザまでお願いします。1082-545-3911
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▶西田 元一さん
▶ひろしま紙芝居村

05 らしっくレポート ひろ記者が行く
▶比治山発! 世代を超えて体感する『クリエイティブ空間』

らしっくコラム
▶自然を守る市民科学の力
　広島工業大学 環境学部
　岡 浩平 准教授

11 情報の森
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06 ようこそ！公民館へ・ 中区内公民館
木工クラフト教室の様子
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アシ舟造りから広がる活動
平成16年に実施された、13メートルにも及ぶ巨大なアシ舟を有
志で造って、環境保全と平和記念のために厳島神社に参拝する
プロジェクトがきっかけで、平成17年に結成されたのが「京橋川か
いわいあしがるクラブ」です。
「材料集めから完成まで
延べ２ヵ月。約200人のボラ
ンティアの手で造り上げた
アシ舟に、１回に13人のク
ルーが乗り込み、昔ながら
の手漕ぎで、風と海流に負
けないように力を出し観音
から宮島まで漕ぎ切った時
の達成感は、何物にも代え難いものでした。この時は単年度の試
みでしたが、アシ舟造りの技術や、仲間との結束を終わらせずに
次につなげたいと思い結成しました」と代表の山本恵由美さん。
最初は、山本さんを含む５人でスタート。京橋川沿いの白潮公
園（中区白島九軒町）を拠点にした活動では、川沿いに覆い茂る
アシを刈って、舟を造り実際に川で漕ぐほか、四季に応じたさまざ
まなイベントを展開しています。「アシは、チッソやリンを吸収するこ
とから、定期的に刈り取って手を加えることで、成長を促し、二酸
化炭素の吸収、水質浄化作用を促進させます。それが結果的に
川の浄化につながり、生き物にとっても良い環境をつくることにもな
るんです。美化活動と同時に、イベントに参加する人たちの交流
も生まれていますね」。

一年を通してアシを使い、地域の交流を生む
春は川辺の公園を舞台に、大学生ボランティアも参加しての川
辺の文化祭を開催。夏はアシ舟造りやカヌー体験。秋にはアシ刈り、
その刈ったアシを使って冬には干潟でとんど祭。その他にも、干潟
の生物観察やアシ原の清掃など、アシを軸にした多彩な活動をし
ています。また、散歩や公園に来た人たちも気軽に立ち寄っても
らえるように「あしがるカフェ」もオープンし、憩いの場をつくり出し
ています。
「生活に身近な自然に触れることで、人と自然の関係について考
えるきっかけが生まれます。秋に刈ったアシを乾燥させたもので、
翌年アシ舟を造る。モノづくりの面白さと感動を伝えることができま
す。また使い終わったアシ舟などは、燃やして灰やチップ化して堆
肥を作り、地域住民の菜園や公園の花壇に使っています。こうし
た一連の循環サイクルを知ってもらうことで、身近な環境問題につ
いて考えることができると思います。住民にもどんどん参加してもら
い、地域づくりにも繋げたいですね」。山本さんは、今後について
語ってくれました。身近な川を活かし、地域に根づき交流が生まれ
ている活動に、人づくり、まちづくりの大きな可能性を感じました。

広島干潟生物研究会
http://kankyouseibutu.blog.fc2.com/

全国でも類を見ない恵まれた環境
平成24年に、干潟の

現地観察や室内での実
験、講義、写真展等を
通して、干潟に生息す
る動物、植物に親しむこ
となどを目的に設立され
たのが「広島干潟生物
研究会」です。
「まちの中心部を６本の川が流れる広島市は、日本の県庁所在
地の中で塩生植物の群落の面積が最も広い都市。つまり、干潟
に生息する植物や動物を観察する場所としては恵まれた地域な
んです。残念ながら、そのような環境がすぐ身近にあることはあま
り知られておらず、もったいないと感じています。観察会などの活
動を通して、子どもから大人まで多くの人に、干潟の生物につい
て知ってもらい、親しんでもらいたいです」と語るのは事務局のく
やみつおさん。
現在、広島県・山口県の小中高生66人、大人50人の116人が

在籍。太田川河口や元宇品、八幡川河口、江田島を舞台に、時
期や場所に応じて、そこに生息する動物や植物の観察会を年に
５～７回開いています。

豊かな生態系を観察し、その価値を伝える
「観察会は、会員以外も参加可能で毎回80人前後、多い時に
は130人もの参加があります。広島デルタの河川や干潟に生息す
るカニだけでも25種類。他にも、鳥や魚、貝なども含めるとかなり
の種類の動物が生息。これに、アシ、フクド、ハマサジ、ハママツ
ナといった塩生植物も観察対象になります。太田川河口以外にも、

京橋川流域や、猿猴川河口も観察には適した場所ですね」。
また平成26年からは、観察会で撮った生物の写真をパネル化

し「広島デルタの生きものたち」と題した写真展を、広島市内の公
民館などを巡回する形で開いています。幅広い世代の人たちに
干潟に生息する動物や植物についての周知活動を行い、まずは
興味を持ってもらうことにも取り組んでいます。
さらに平成28年からは関連団体との共同で、干潟生物の研究
活動の発表に加えて、科学研究の発表や実験なども盛り込んだ
「広島ジュニアサイエンスフェア」を開催。生物研究を通して科学
に迫る、その楽しさに触れてもらうユニークな活動にもチャレンジし
ています。
「広島干潟生物研究会としてスタートして５年余り。設立当時の
メンバーが大学生になり、長期休暇を利用するなどして活動をサ
ポートしてくれていますが、まだまだ子どもたちには教え足りないこ
とばかりです。今後は、教える側を育てると同時に、もっとこの恵ま
れた広島のフィールドを活かして、干潟について研究・発表する
場をつくり、多くの広島市民の皆さんにも干潟の魅力について知っ
てもらいたいですね」と、くやさんは語ってくれました。広島だから
こそできる環境を活かした今後の活動に、大きな期待が寄せられ
ます。

身近な自然、干潟で学び、伝える
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京橋川かいわいあしがるクラブ

アシの循環サイクルを通して、地域交流や環境保全を促進

▲ アシ舟、カヌー体験（夏）

▲ 巡回写真展の様子

▲ アシ舟での厳島神社参拝の様子（みたま号）

▲ アシ刈りの様子（秋）▲ アシ舟づくり講習会の様子

▲ 川辺の文化祭の様子（春） ▲ とんど祭りの様子（冬）▲ 太田川河口での観察会の様子

▲ 猿猴川河口での観察会の様子

▲ メンバーの皆さん

やまもと え ゆ み
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